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論 文 内 容 の 要 旨 
 
1. 研究の目的 
 トルーマン・カポーティ（Truman Capote, 1924-84）は、21 歳のとき短編小説「ミリアム」（“Miriam,” 
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した作家であるということを跡付ける。具体的には、カポーティの代表的な作品『遠い声、遠い部屋』
（Other Voices, Other Rooms, 1948）、『草の竪琴』（The Grass Harp, 1951）、『ティファニーで朝食
を』（Breakfast at Tiffany’s, 1958）を取り上げ、この 3 作品がそれぞれゴシック小説、パストラル・
エレジー、ピカレスク小説の枠組み、テーマ、構造などを利用して構築された作品であることを論じ
る。次いで、カポーティ自らが「ノンフィクション・ノヴェル」（nonfiction novel）と名付けた『冷
血─ある大量殺人に関する真実の報告とその結果』（In Cold Blood: A True Account of a Multiple Murder 





ン以後』（After the Lost Generation, 1958）も隠喩に焦点を当て、詳細に分析している。また、アーヴ














第 1 章 恐怖と滑稽の共存 ―ゴシック小説としての『遠い声、遠い部屋』 






 第 1 節では、まずエディス・バークヘッド（Edith Birkhead）やフレッド・ボッティング（Fred Botting）























































































第 3 章 「聖なる放浪者」が憧れるもの ―ピカレスク小説としての『ティファニーで朝食を』 




 第 1 節では、クリス・ボルディック（Chris Baldick）や小池滋などの論考に依拠して、ピカレスク
小説を定義する。ボルディックによれば、ピカレスク小説の主人公は社会の底辺をさまよう悪漢、ご
ろつきであり、通常は一人称の語りを用い、自分の冒険・脱出・逃避を物語る小説ジャンルである。
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第 4 章 カポーティ文学における集大成 ―ノンフィクション・ノヴェル『冷血』 
第 4 章では、カポーティ自らがノンフィクション・ノヴェルと銘打った『冷血』を取り上げる。『冷
血』は、カポーティが執筆に先立って、3 年の歳月をかけて収集した 6000 ページに及ぶ資料を用いて、
完成させた作品である。本章の目的は、第 1 章から第 3 章において考察してきたゴシック小説、パス
トラル・エレジー、ピカレスク小説などに用いられている文学技巧が、カポーティの文学的集大成と


























ズ（Lowell Lee Andrews）の死である。アンドルーズは処刑される前に、トマス・グレイ（Thomas Gray, 




































































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文の目的は、第一にトルーマン・カポーティ（Truman Capote, 1924-84）の代表的な３作品が、
それぞれゴシック小説、パストラル・エレジー、ピカレスク小説などの西欧文学の伝統を受け継ぎ、
ときに変容を加えながら、独自の文学空間を構築していることを跡付け、次いでカポーティ自らがノ
ンフィクション・ノヴェルと名付けた『冷血』（In Cold Blood, 1965）の中に 3 作品で用いられた伝統
的な文学技法が集約されていることを検証することである。 




第 2 章では、『草の竪琴』（The Grass Harp,1951）を扱っている。この小説がパストラル・エレジー
という文学の伝統に連なる作品であることを、小説の舞台設定やテーマ、イメージに着目して、検証
している。続いて、この作品がカポーティの親戚スック・フォークの死を悼むエレジーにもなってい
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ると結論づけている。 
第 3 章では、『ティファニーで朝食を』（Breakfast at Tiffany’s, 1958）を取り上げている。カポーティ
が、ギターや鳥のイメージ、旅への憧れなどのモチーフを用いて、伝統的なピカレス小説に変容を加
え、女性版ピカロのホリーを創造した過程を考察している。カポーティの実母と主人公ホリーの類似
が指摘され、若き日の母の姿がピカロのホリーとして作品の中で永遠化されていると論じている部分
は示唆的である。 
第 4 章では、『冷血』を扱っている。ゴシック小説、パストラル・エレジー、ピカレスク小説など
に用いられた文学技巧が『冷血』においてどのように利用され、変容を遂げたのかを具体的に分析し
ている。カポーティは、『冷血』において様々な文学手法を駆使しつつ、取材資料に基づいて客観的に
作品世界を構築しようとしたが、結果的には取材対象に感情移入し過ぎ、作品が扇情的、感傷的にな
ってしまったという結論は洞察に富む。 
 以上、これまで包括的に議論されることのなかった観点からカポーティ文学を論じた本論文は、意
義あるものと認められる。ただし、序論と結論の議論構成にさらなる検討の余地があること、注のつ
け方や文学用語の使い方に工夫を施す必要があること、第４章が論文全体を集約する役割を担ってい
るためもあってか、論述に繰り返しの多いことが指摘された。しかしながら、ダイナミックな論文構
成のもと、カポーティ文学を西欧文学の伝統の中に位置づけ、先行研究を的確に踏まえつつ、独自の
解釈を試みた本論文は、カポーティ研究に資するところが大きい。 
本論文の研究成果は、論文提出者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有する
ことを示すものである。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
